
令和 3年度介護予防ケアマネジメント研修アンケート結果 

 

●参加者２８名中（運営 9名除く）  ２７名回答 

①北上市権利擁護支援センターの情報提供はどうでしたか？ 

１． 良かった 21名 ２．まあよかった 4名 ３．あまりよくなかった 0名 ４．よくなった０名  

※上記を選択した理由（今日の感想も含めて） 

・「早く通報しなければならない理由」がわかるので良かった。 

・虐待対応の再確認を行うことができました。事業所内で共有したい。 

・ケアマネが虐待かどうか判断する必要はないとのことが、相談しやすさに繋がると思う。 

・短い時間でしたがわかりやすくて良かったです。 

・ケースを抱え込まずに、いつでも発信できるようになりたいです。 

・通報のタイミングやこんなことでいいの？と悩むことがないことがわかり良かった。 

・相談を受けて市へ報告するなど迷うことがあったが、今日の説明でよく理解できた。 

・虐待疑いについてはまず包括に相談したい。 

・虐待に対して、今後関わる時の参考になりました。 

・知人が娘に年金を預けていて、その娘が母の年金で車を購入したことを聞いていたので、こ

れもあてはまることに気が付いた。 

・丁寧な説明で分かりやすかった。 

・資料が適切。 

・簡潔に大切なことが伝わりました。 

・参考になりました。 

・内容について振り返ることができて良かったです。 

・ごめんなさい間に合わず・・・ 

・家族関係を含め、全体をケアマネはみているので、逆にまようことはあったが、ぜひ相談し

たい。 

 

②介護予防ケアマネジメント研修についてはどうでしたか？ 

１．良かった 23名 ２．まあよかった 4名 ３．あまりよくなかった 0名 ４．よくなった０名  

※上記を選択した理由（今日の感想も含めて） 

・実際にロールプレイし、聴く側、聴かれる側を体験し勉強になった。 

・予防プランづくりは苦手意識がありましたが、今日はとても楽しくプランを作れました。今後

実際にやってみようと思います。 

・本人のやる気をどう引き出せば良いかのか考えさせられました。 

・自分では気づいていないことを気づけたと感じた。担当利用者さんもそうでないかと思った

ので、聴き方など工夫していいろんなことを引き出したい。 

・意欲動機付けシートを活用することでアセスメントがしやすかったです。楽しく聞かせてもら



うことができました。 

・相手の聴き方、プランの立て方も勉強になったし、意欲を中心に書き出すやり方がこんなに

聴きやすく答えやすいのかと思った。ぜひ活かしたい。 

・意欲動機付けシートを利用したプラン作成はやりやすかった。話はできるが、言葉にして書

くのは難しい。 

・具体的目標クイズがわかりやすく、自治のプランの演習の時に参考にできる。これからも使

えそうです。 

・意欲を持ち続けるための引き出し方が大切なことを学びました。 

・自分のプランを立ててもらうことで利用者さん側の体験ができた。この経験を今後の業務に

活かしていきたいです。 

・意欲動機付けシートを活用したプレプランを立てることができた。 

・自分のプランを作成してもらう機会があって楽しめました。 

・意欲動機付けシートの使い方を学べて良かった。 

・意欲動機付けシートで改めて本人の意向の引き出し方や注意すべき点について解説があ

れば一層良かったと思いました。 

・介護予防のサービスを考えることなく、自分たち自身に当てはめて考えられたことで、目標

設定も具体的に考えられました。相手をよく知る機会になり楽しく学びました。 

・演習出来て勉強になりました。 

・お互いのプラン作りが学びとなった。 

・興味関心シートを使うと話をすすめやすいことに気が付いた。 

・隣の方と話をしながらの作成が学びになった。 

・どうしても評価につながる目標とは？と考えることがあるので参考になった。 

・自分も実際プランを立ててもらって楽しかったです。 

・ペアになった方とゆっくり話す時間があったので、プラン立てるときに普段どうされているか

聞くことが出来て良かった。 

・シートを活用していきます。 

・事例ではなく、実際にプラン作りができて良かった。お話しながらのシート作成も勉強になっ

た。 

 

③今後研修したいテーマ、その他聴きたい講演会・講師などありましたらご記入ください。 

・障害サービスの利用について 

・予防プランは苦手なので、今後も学ぶ機会をつくりたいです。 

・成年後見制度について 

 

④その他、現在悩んでいることなど何でもご記入ください。 

・買い物難民になっている高齢者が安心して買い物できる行政の支援が欲しいです。滝沢市



ではすでに実施されているそうです。 

 他市町村では生保でもＧＨに入居できるが、北上では対象にならない。 

・記録作成がなかか追い付かず困っています。 

・サービスを拒否する利用者（短期中止になった）ヘルパー、訪看利用しているが、体力、意

欲低下あり、認知症もあり、在宅での 1人暮らしは難しいと考えています。家族が非協力的な

場合の対応。 

・オーバーワーク 

 

  


